
2026.3.8.受難節第 3主日礼拝（YRCC） 

  聖書箇所:エペソ人への手紙1章20~23節 
「キリストのからだなる教会」 

【1】すべての名の上に立つ王	
・すべての名の上に立つ王キリスト 

  ―イエスはどのような「王」であったか 
  ―この世の「王」の勝利と、「イエス」の勝利の違い 
 
 ・心の目が見えるようになる時に起こる変化 
 
	
【2】キリストのからだなる教会	
	 ・偉大な「王」は遠くにいない	
	
	 ・教会は「キリストのからだ」	
	 	 ―教会とは…十字架のついた建物？「集まり」？	
	 	 ―「からだ」有機的な結合→ぶどうの木と枝のように(参照ヨハネ 15:4-5) 
 
 ・「キリストにあってオアシスとされる」(2026 年主題目標) 
	 	 目指すべきは	
	 	 	 ―オアシスのような教会！？	
	 	 	 ―あるいは、オアシスを目指そう！？	

▶福音によって自分の罪が示され、悔い改め、イエスキリストを救
い主として信じ、受け入れる時に…。	

	
	 ・目にみえる教会	
	 	 ―エペソ教会の抱えていた課題：人との違い	 	
	 	 ―パウロは教会の何に希望をおいていたのか	

「教会は…すべてのものをすべてのもので満たす方が満ちておられるとこ
ろです」(エペソ 1:23) 
 

 ・教会の成長 
  ―しっかりと、キリストに結び合わされているか 

「キリストによって、からだ全体は、あらゆる節々を支えとして組み合わ
され…成長して、愛のうちに建てられる…」(エペソ 4:16) 

 
	

 ▶キリストに愛された者としてキリストの愛に留まろう。キリストに呼び集められた兄
弟姉妹として互いに仕え合おう。キリストに召された者として、完成を待ち望みつつ歩も
う！	
 
 


